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木

忠

司

花尻

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

ク
イ
ズ
の
当
選
者

今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

の
応
募
者
は
17
人
で
し
た
。

１
月
23
日
、
町
内
三
役
会
議
に

お
い
て
、
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、

左
記
の
10
人
方
々
が
ご
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
応
募
は
23
名
で
し
た
。

・
本

町

田
中

絹
子

様

々

熊
代

美
才

様

々

平
岡

淳
子

様

・
あ
か
ね
町

岸
本

民
子

様

・
き
き
ょ
う
町
鳥
取

温
子
様

々

宮
脇

俊
作

様

々

伊
原

弘
隆

様

・
み
ど
り
町

橋
本

陽
子

様

々

藤
原

達
夫

様

々

皆
木
由
紀
子

様

以
上
の
方
々
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

２
月
18
日
㈯
、
本
町
と
あ

か
ね
町
役
員
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、

雨
の
た
め
徒
歩
で
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
は
中
止
と
な
り
、

広
報
車
で
の
巡
回
を
行
い
青

色
灯
を
点
滅
し
な
が
ら
約
25

分
程
町
内
を
巡
回
し
ま
し
た
。

特
に
公
園
や
高
架
下
付
近
を

重
点
的
に
見
て
回
り
異
常
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
3
月

18
日
㈯
、
当
番
は
き
き
ょ
う

町
役
員
と
編
集
委
員
会
で
す

の
で
、
関
係
者
の
ご
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
広
報
車
で
行
う

本
部
ま
と
め
（
２
月
17
日
）

マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
で
あ

り
ま
す
が
。
3
月
13
日
以
降
、

マ
ス
ク
着
用
は

個
人
の
判
断
が

基
本
と
な
り
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
が
効
果
的
な
場

面
と
し
て
、
政
府
は
、
医
療
機

関
受
診
時
や
高
齢
者
施
設
訪
問

時
、
混
雑
し
た
バ
ス
や
電
車
の

中
や
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
方

が
混
雑
し
た
場
所
に
行
く
と
き
、

な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
は
、
周
り
の
状

況
に
応
じ
、
判
断
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
な
お
、
発
熱
、
喉
の

痛
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
、

コ
ロ
ナ
陽
性
者
等
は
引
き
続
き
、

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
立
学
校
と
保
育
園
等
の
マ

ス
ク
の
取
扱
い
で
あ
り
ま
す
が
、

市
立
の
学
校
は
、
新
し
い
マ
ス

ク
着
用
の
取
扱
い
は
令
和
５
年

4
月
1
日
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、

卒
業
式
に
お
い
て
は
、
感
染
状

況
や
感
染
リ
ス
ク
に
配
慮
し
た

上
で
、
教
育
的
な
意
義
か
ら
、

児
童
生
徒
は
マ
ス
ク
を
外
す
こ

と
を
基
本
と
し
ま
す
。

保
育
園
等
に
お
い
て
は
、
3

月
13
日
か
ら
新
し
い
マ
ス
ク
着

用
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
が
、

園
児
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と
変

わ
ら
ず
、
マ
ス
ク
着
用
は
求
め

ま
せ
ん
。
保
育
者
や
保
護
者
の

マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
と

な
り
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て

は
マ
ス
ク
の
着
用
を
保
育
事
業

者
の
方
に
ご
判
断
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

5
類
へ
の
移
行
に
向
け
て
で

あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
５
月
８

日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と

同
じ
、
５
類
感
染
症
と
な
る
見

込
み
で
す
。
具
体
的
な
対
応
に

つ
い
て
は
、
今
後
国
か
ら
示
さ

れ
ま
す
が
、
岡
山
市
と
し
て
も
、

市
民
の
健
康
、
不
安
に
寄
り
添
っ

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
課

題
を
整
理
し
、
発
熱
時
や
コ
ロ

ナ
感
染
時
の
相
談
窓
口
の
継
続
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
方
が
多

い
高
齢
者
施
設
等
へ
の
支
援
策

な
ど
、
市
が
す
べ
き
施
策
を
確

実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
本
部
会
議
開
催
の
趣
旨

で
あ
り
ま
す
が
、
1

つ
に
は
、
取
り

扱
い
が
変
わ
っ
て
65
歳
未
満
の
人

が
必
ず
し
も
登
録
し
な
い
対
応
に

な
り
、
大
き
な
制
度
変
更
は
理
解

し
て
い
た
だ
い
た
と
し
て
も
、
実
際

に
感
染
し
た
と
き
に
自
分
で
ど
の

よ
う
に
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
声
が
結
構
あ
っ
た
の

で
、
整
理
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

の
ど
の
痛
み
や
発
熱
な
ど
の
症
状

が
出
た
場
合
に
は
、
重
症
化
リ
ス
ク

の
あ
る
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
お

持
ち
の
方
、
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
、

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
連
絡
の

う
え
、
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
・。

３
月
の
操
法
大
会
に
向
け
て
寒
い
中
、
白
石
分
団
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す

練
習
に
励
む
白
石
分
団
の
皆
さ
ん

３
月
12
日
㈰
の
岡
山
市
消

防
団
西
部
地
区
繰
法
訓
練
大

会
に
む
け
て
白
石
分
団
の
出

場
者
は
花
尻
あ
か
ね
公
園
で

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

練
習
日
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
週
２
回
で
時
間
は

午
後
9
時
頃
か
ら
約
2
時
間

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

選
手
は
４
名
で
す
が
、
準

備
や
片
付
け
を
含
め
て
約
15

人
ぐ
ら
い
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
寒
い
中
、
本
当
に
ご
苦

労
様
で
す
。
練
習
を
し
て
い

る
所
を
見
ら
れ
た
場
合
は
一

声
「
ご
苦
労
様
」
と
声
掛
け

を
し
て
下
さ
い
。

練
習
に
励
む
白
石
分
団
の
皆
さ
ん

寒
い
中
、
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
で
一
服

この度は広報車で巡回しました

岡
山
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

本
部
会
議
よ
り
抜
粋



２
月
３
日
㈮
、
「
節
分
豆

ま
き
式
」
が
三
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま

れ
、
総
勢
約
６
０
０
名
の
福

男
福
女
が
５
回
に
わ
た
り
、

約
１
０
万
袋
（
約
２
ト
ン
）

の
福
豆
を
ま
き
ま
し
た
。
豆

ま
き
が
終
了
す
る
た
び
に
、

福
豆
に
つ
い
て
い
る
く
じ
を

は
が
し
て
は
一
喜
一
憂
さ
れ

る
参
詣
者
の
皆
さ
ん
で
境
内

は
賑
わ
い
ま
し
た
。
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白
石
ポ
ン
プ
場
の
建
設
は

令
和
３
年
５
月
よ
り
工
事
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

大
森
市
長
は
、
令
和
５
年

２
月
議
会
「
の
議
案
提
案
説

明
の
中
で
「
今
保
、
白
石
２

カ
所
の
ポ
ン
プ
場
を
令
和
５

年
の
出
水
期
前
に
共
用
開
始

す
る
」
と
の
事
で
す
。

た
だ
、
現
在
、
全
て
の
工

事
の
完
成
は
地
盤
の
軟
弱
性

か
ら
、
約
１
年
遅
れ
る
よ
う

で
す
。
遅
れ
る
施
設
は
配
電

棟
と
電
気
設
備
だ
そ
う
で
す
。

当
面
は
発
電
機
を
設
置
し

て
運
転
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

地
元
説
明
は
近
く
行
う
と

の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
が
共
用
さ
れ

る
事
に
よ
っ
て
、
平
成
30
年

の
暴
雨
に
よ
る
床
上
は
床
下

に
、
床
下
は
浸
水
無
し
で
済

む
と
の
事
で
す
。

地
元
と
し
て
は
、
大
い
に

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

２
月
19
日
㈰
、
11
時
よ
り
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

お
い
て
関
係
者
約
１
２
０
名
が
参
加
し
て
岡
山

市
中
央
卸
売
市
場
開
設
60
周
年
と
移
転
40
周
年

の
記
念
式
典

が
開
か
れ
ま

し
た
。
式
典

は
開
会
の
挨

拶
に
始
ま
り
、

市
長
・
来
賓

の
挨
拶
、
表

彰
と
続
き
約

１
時
間
で
終

わ
り
ま
し
た
。

高
松
最
上
稲
荷
で
は
３
年
ぶ
り
に
節
分
祭
、
に
豆
ま
き
を
行
う
！

記念式典で挨拶を行う大森雅夫市長

今
保
、
白
石
ポ
ン
プ
場
の
処
理
エ
リ
ア

工
事
中
の
白
石
ポ
ン
プ
場

白
石
ポ
ン
プ
場
・
今
保
ポ
ン
プ
場

５
月
暫
定
共
用
開
始
を
目
指
し
工
事
が
着
々
進
む
！

川
入
八
幡
宮
で
、
２
月
３
日

㈮
、
午
前
10
時
よ
り
節
分
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
節
分
祭
は
、
田
井

宮
司
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
た
め

代
行
と
し
て
総
社
の
平
田
宮
司

に
よ
っ
て
神
事
が
滞
り
な
く
、

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
、
参
加
者
を
限
定
し
た
中
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宮
総
代
さ
ん
か
ら

乾
杯
が
あ
り
、
無
事
神
事
は
終

了
し
ま
し
た
。

な
お
、
例
年
行
っ
て
い
る
豆

ま
き
や
お
菓
子
ま
き
は
今
年
も

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
拝
殿
の
入
口
に
は
、

吉
備
中
学
校
美
術
部
の
皆
さ
ん

が
作
っ
た
う
さ
ぎ
の
絵
馬
が
飾

ら
れ
て
い
ま
し
た

川
入
八
幡
宮
で
も
節
分
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

平田宮司による神事

吉備中学校の美術部が描いた絵馬

岡
山
市
中
央
卸
売
市
場
60
周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

挨拶を行う平田宮司
豆まきを行う方々 逢沢先生もいます

３年ぶりに行われた節分祭の豆まき風景

岡山中央卸売市場の沿革
岡山市場は、昭和36年中央卸売市場とし

て開設認可され、昭和37年現在日赤がある

北区青江の地で、青果物、塩干物を取り扱

う全国で21番目の中央卸売市場として業務

を開始しました。

その後、新市場への気運が高まり、現在

地に移転し、昭和58年２月14日３部門同時

に業務開始となりました。

現在、中央市場では色々なイベントを行っ

ていて多くの方が訪れています。

具体的には「市民イチバデー」や「市場

のふく通りで行うイベント」等を行ってい

ます。多くの皆様のご参加をお願いします。


